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資料館だより　Na  8　　　　　　　　　　　　　　　　　　 船橋市郷土資料館































みちのく考古学研究会報　第７～９号，第14 ・ 15号　　　 みちのく考古学研究会
考古学部会ニュース　阨５～９　　　　　　　　　　 武蔵野文化協会考古学部会
New Wave Archae ・logy Vol. 1　　　　　　　　　　　　新しい考古学の波同 人会
遮光器　第９号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 みちのく考古学研究会
どるめん　 第８号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J  I cc 出版局
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横須賀考古学会年報　Na13, Nal8
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信濃　第27巻　 第4 ～12 号，第28巻　第１～３号　　　　　 信濃史学会






















































































































































































































































新修芦屋市史一資料篇１－　　　　　　　　　　　　　　　 芦 屋 市
山陽ニュース　８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山陽電鉄



















研究論集Ⅲ （奈良国立文化財研究所学報　 第28冊）　　 奈良国立文化財研究所
奈良国立文化財研究所基準資料Ⅲ　瓦編　３　　　　　　 奈良国立文化財研究所
MUSEUM　 第298 号（国宝東大寺金堂鎮壇具につい　　 東亰国立博物館
て）
和 歌 山 県




江府町誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 江 府 町
鳥取県立博物館研究報告　第13号　　　　　　　　　　　　 県立博物館






















































































































































































































































































































































































































































































































びぞん通信　Nd31.  Na34　　　　　　　　　　　　　　　　　 美術文化史研究会
古代人　第30号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 名古屋考古学会
滋　賀　県
民俗文化　R130 ～132 号. 134 ～137 号　　　　　　　　　 滋貿民俗学会
水と人間　 創刊号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 琵琶湖問題研究機構
近江　 第１巻　 第４号，第２巻　第１号　　　　　　　　　 近江考古学研究会
京 都 府












































































夜豆志呂　 第36 ・ 37合併号，第38号

















































































































































































































































































































平城宮・京跡(奈・平―都城) ・　薬師寺跡(奈一寺) 奈良国立文化財研究所　　5 0.4
飛鳥・藤原宮発掘調査概報　６
















































































磁力計（ジオメトリクス社製Ｇ － 816型）で、地磁気の強さを±1 カンマの精度で測定できる。
こういった磁力計を使用すると、地下の遺構のもつわずかな磁力による地磁気の翼常も測定で
きる。窯跡のように強い火熱を受けた遺構は、熱せられたときの地磁気の方向に帯磁し、相対
的に周闘より強い磁力を もっており、磁力探査ではもっとも発見しやすい遺構となる。また、
溝や上坑や住居跡なども、埋土中の鉱物や有機質量が周囲の上壌と違っておれば、帯磁率に差
が生じ、たとえ微細であって も、磁気変化として識別できる可能性がある。しかし、遺構のし
めすようなわずかな磁気変化は、付近に強い磁気の発生源や変動源があると、それによってう
ち消され、遺構探査が不可能となることが少なくない。こういったノイズ源としては、電中1や
自動巾などの交通機関、高圧線、あるいは人家などがあり、わが国では現実にノイズの彫響の
ない地域にある遺跡は非常に限られているといってよい。したがって、磁気探査法の確立のた
めの最大の課題のひとつは、この｡/ イズの除去にあった。
ノイズの影響を除 去して磁力を測定するため、センターが採用しているのは、磁力計を２台
連動する方法である。うち１台は１地点に固定し、他の１台を調査対象地内で移動し、各測定
点ごとの磁力を知る。この固定点と移動点との磁気測定値の差が移動測定点の磁力の強さを表
現することになる。すなわち、２台の磁力計の受けるノイズは等量であること、つ まり固定点
と測定点の磁力差は各測定点ごとに一定で、両者がノイズを受ける際にはたがいに等最変動す
ると仮定したのである。実際にこの方法で探査を試みたところ、電iれ線路から400  mほどで約
80カンマの不規則な磁気変動のあるところで、遺構とその周囲の地磁気の差が50～60 カンマ搾
度のｔ師器焼成坑の探査に成功している。ただし、電車線路に100m まで近づいた実験では、
一定であるべき２点の測定値差がばらつき、信頼できる測定結果がえられないことが判明して
いる。ノイズが巨大だったり、接近した場所での探丘法はさらに改良 する必要がある。
これまでの実験的研究では、強い磁力をしめす窯跡のような遺跡ならば、よほどの悪条件下
でないかぎり、ほとんど確実に地下遺構が探査できており、この磁気探査法がきわめて有効な
ことが判明している。今後の課題は、さきのノイズ問題のほかに、弱い磁気変化をしめす遺構
についても、その周辺のさまざまの磁気異常の要因と弁別し、遺構を探知する手法を開発する
こと、簡便正確な機器の開発と広大な地域を対象とする探査手法の考案、ならびにぽう大にな
る測定データを情報機器等を活用して処理する方法の確立などがある。
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